
松 本 市 公 民 館 報 【里山辺版】 第 387 号③2022（令和４）年　5　月　30　日（月）

世帯数：    5,434戸
　男　：    5,754人
　女　：    6,095人
　計　：  11,849人

2022年5月1日現在

◇
第
７
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

【
中　

止
】　

◇
第
52
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル・

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

【
中　

止
】　

◇
夏
ま
つ
り

７
月
26
日（
火
）

◇
第
69
回
野
排
球
大
会

８
月
21
日（
日
）

◇
第
67
回
大
運
動
会

10
月
16
日（
日
）

◇
第
48
回
文
化
祭・福
祉

　
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
月
５
日（
土
）・６
日（
日
）

◇
第
65
回
卓
球
大
会・

　
第
42
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

11
月
20
日（
日
）

◇
山
辺
地
区
立
志
式

令
和
５
年
２
月
４
日（
土
）

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
事
業

の
実
施
を
見
直
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

最
新
の
情
報
に
つ
い
て
は
毎

月
発
行
の
「
里
山
辺
公
民
館

だ
よ
り
」
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
と
し

て
３
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。こ
の
３
年
は
私
に
と
っ
て
財

産
で
す
。当
初
、地
域
の
様
子
も

分
か
ら
ず
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
し
た
が
、そ
の
度
に
地
域
の
皆

さ
ん
に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
い

た
り
、助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

新
し
い
公
民
館
を
拠
点
と
し

て
、幅
広
い
活
動
が
行
わ
れ
、笑
顔

の
つ
な
が
り
が
よ
り
一
層
深
ま

り
、住
み
良
い
地
域
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。本
当
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

内
田　

明
さ
ん
＝
福
祉
ひ
ろ
ば
職
員

高
橋
伸
光
さ
ん
＝
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、地
域
住
民

が
主
役
と
な
って
行
う
、ス
ポ
ー
ツ・

文
化
活
動
が
中
止
と
な
っ
て
、３

年
目
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
地
域
住
民
が
一
堂

に
会
し
、同
じ
時
間
を
共
有
す
る

事
で
親
交
が
深
ま
り
、住
民
同
志

の
絆
が
確
か
な
も
の
に
な
って
い
き

ま
し
た
。そ
の
こ
と
は
今
ま
で
自

然
で
、当
た
り
前
の
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍
が
こ
れ
ま
で
を

一
変
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
や
や
も
す
る
と
、個

人
主
義
に
流
れ
か
け
始
め
た
潮

流
に
、
一
層
の
拍
車
を
掛
け
る

事
に
な
って
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

の
は
、私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。最
近

地
域
の
年
配
の
方
か
ら
、「
こ
の
ま

ま
いっ
た
ら
地
域
住
民
が
一
緒
に

何
か
や
る
事
は
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。」と
、危
惧
す
る
言
葉
を

聞
く
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
は
付

き
合
って
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。ワ
ク
チ
ン
接
種

が
進
ん
で
い
く
中
で
、ど
う

公
民
館
が
地
域
住
民
を

結
ぶ
一
翼
を
担
っ
て
い
く

か
が
、重
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

公
民
館
で
は
こ
れ
ま
で

で
き
な
か
っ
た
事
業
の「
原

点
回
帰
」を
合
言
葉
に
、事

業
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

公
民
館
長 

小
幡 

泰
俊

　

こ
の
た

び
、地

域
づ

く
り

セ
ン
タ
ー
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
神

田
浩
と
申
し
ま
す
。里
山
辺
地
区

在
住
で
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。　
　
　
　

　

今
年
度
、地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
で
は「
災
害
時
に
お
け
る
高

齢
者・要
支
援
者
の
避
難
体
制
の

確
立
」を
重
点
課
題
に
掲
げ
た
取

り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。セ

ン
タ
ー
、福
祉
ひ
ろ
ば
、公
民
館
が

三
位
一体
と
な
り
、地
区
の
皆
様
と

共
に
取
り
組
め
た
ら
と
思
い
ま

す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、

里
山

辺
地

区
地

域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
へ
配
属
と
な
り

ま
し
た
、村
山
佳
織
と
申
し
ま
す
。

　

先
日
、春
の
花
を
至
る
と
こ
ろ

で
見
つ
け
、里
山
辺
は
自
然
が
豊

か
な
所
だ
と
感
じ
ま
し
た
。ま

た
、歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
も

あ
り
ま
す
の
で
、散
策
し
て
み
た

い
と
思
って
い
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
の
勤

務
は
初
め
て
で
す
の
で
、学
ぶ
こ
と

が
沢
山
あ
り
ま
す
が
、地
域
の
皆

様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

神田　浩

令和3年度　里山辺公民館決算書

令和4年度事業費繰越内訳

（単位:円）
歳　　　入

項　　目 決　算　額 項　　目 決　算　額
歳　　　出

1,844,000
300,000
228,721
1,491,964

3,200
3,867,885

219,464

300,000

200,000
500,000
200,000
500,000
247,530
2,166,994

275,885
773,600
90,000
82,225

0
255,393

0
57,574
80,000
19,214

0
0

67,000
2,166,994
3,867,885

町 会 分 担 金
補 助 金
雑 収 入
繰 越 金
戻 入 金
　合　　計　

令和4年度
当初事業運営費
運 動 会 競 技 用
備 品 購 入 費
男 の 料 理 教 室
記 録 集 編 集 費
文化祭用備品購入費
公民館消耗品費
公民館備品購入費
予 備 費
　 合 　 　 計 　

学 習 活 動 費
館 報 編 集 費
図書視聴覚事業費
体 育 事 業 費
文 化 事 業 費
まちづくり事業費
委 員 費
事 務 費 等
補 助 金
分 担 金
印 刷 製 本 費
会 議 費
保険料、慶弔費
次 年 度 繰 越 金
　 合 　 　 計 　

福
祉
ひ
ろ
ば
、教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
の
新
任
職
員
の
紹
介

〜
地
域
の
絆
を
取
り
戻
そ
う
・『
原
点
回
帰
』〜

令
和
４
年
度 
公
民
館
活
動
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
里
山
辺
公
民
館

主
な
事
業
の
ご
案
内

退
任
セ
ン
タ
ー
長
あ
い
さ
つ

退
任
セ
ン
タ
ー
長
あ
い
さ
つ

新
任
セ
ン
タ
ー
長
あ
い
さ
つ

新
任
セ
ン
タ
ー
長
あ
い
さ
つ

村山　佳織

新
任
セ
ン
タ
ー
職
員
あ
い
さ
つ

新
任
セ
ン
タ
ー
職
員
あ
い
さ
つ

加
藤
　
政
彦
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◎
は
長　

〇
は
副　

◇
町
会
連
合
会
・
公
民
館
長

 

町
会
名　
　

   

町
会
長　
　
　

 

公
民
館
長

下
金
井 　

上
地
昭
一　

 

西
村
文
治

新　

井 

◎
多
田　

健　

 

柿
澤
英
二

湯
の
原 　

金
宇
恵
二　

 

花
岡
勘
治

藤　

井 　

二
木
高
廣　

 

坂
下
正
彦

上
金
井　

 

内
城
秀
典　

 

赤
木
隆
泰

薄　

町　

 

篠
田
洋
一　

 

栁
澤　

健

兎
川
寺 

○
西
村
孝
也　

 

澤
柳　

充

荒　

町 

○
小
山
洋
範　

 

小
山
洋
範

西
荒
町　

 

成
田　

満　

 

櫻
井
英
夫

北
小
松　

 

藤
岡
一
夫　

 

丸
山
佳
弘

西
小
松 　

小
野　

忠　

 

中
牧
征
男

南
小
松　

 

倉
田
治
全　

 

忠
地
佳
貴

林　
　

 　

横
山
盛
高 

○
加
藤
真
一

美
里
町　

 

早
川
太
平 

◎
柴　

周
作

若
里
町　

 

中
谷
利
昭 

○
東　

正
美

小
松
町　

 

兼
田
博
利　

 

赤
羽
果
那

◇
子
ど
も
会
育
成
会

◎
矢
﨑　

基 

〇
藤
森
美
香

　
　
　
　
　

 

〇
大
澤
喜
和
子

◇
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

〈
町
内
〉
◎
鈴
岡
潤
一　

柴　

周
作

松
澤
千
恵　

花
岡
勘
治　

坂
下
正
彦

赤
木
隆
泰　

川
口
一
雄　

中
村
弘
幸

小
山
洋
範　

成
田　

満　

丸
山
佳
弘

中
牧
征
男　
小
岩
井
亮
治  
加
藤
真
一

田
中
宏
和　

深
沢
美
保

〈
各
種
団
体
〉

内
城
秀
典 

○
東　

正
美　
市
原
シ
ゲ
ル

日
南
田
惠
子　

大
王
雅
喜　

五
味　

誠

齋
藤　

守　

 

岡
田
光
司　

藤
森
香
織

宮
澤
一
男　

 

佐
々
木
雅
実   

矢
﨑　

基

布
野
芳
枝

◇
里
山
辺
公
民
館

公
民
館
長　
　

小
幡
泰
俊

公
民
館
主
事　

吉
田
望
花

嘱
託
職
員　
　

本
田
奈
輔
子

◇
公
民
館
運
営
委
員

◎
柴　

周
作　

○
小
岩
井
登
嗣
治

多
田　

健　

篠
田
洋
一　
小
笠
原
陽
子

齋
藤　

守　

岡
田
光
司　
千
野
三
千
代

横
内
敏
之　

田
垣
元
敏　

矢
﨑　

基

◇
体
育
委
員

〈
本
部
〉
◎
横
内
敏
之
〇
大
嶋
康
弘

〇
蓑
島
太
郎

小
島　

勤　

萩
原
健
志　

石
川
和
也

大
西
富
夫　

丸
山
克
之　

赤
羽
房
雄

武
井
信
幸　

二
木
利
貴　

百
瀬
哲
弥

百
瀬
一
実　

伊
藤
昌
志　

前
田
謹
一

〈
町
内
〉　
伊
藤
典
明　

柿
澤
洋
志

砂
原
卓
也　

二
木
義
文　

金
井
百
合

大
武
宗
胤　

野
澤
義
直　

花
井
麻
衣

寺
前
浩
文　

小
口
典
大　
小
岩
井
禮
子

小
岩
井
傑　

柳
澤
宏
行　

山
本　

茂

平　

利
行　

小
林
真
治

◇
松
本
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員

萩
原
健
志　

東
城
日
出
子

◇
文
化
委
員

〈
本
部
〉
◎
田
垣
元
敏
〇
白
木
基
善

山
本
和
利　

野
澤
好
子　

山
岸
良
朗

布
野
け
さ
子　
芦
田
陽
平　

東
由
香
利

〈
町
内
〉　
秋
山　

哲　

市
川
善
規

丸
山
ち
あ
き　
根
萩
達
也　

谷
口
功
一

平
出
征
史　

山
岸
良
朗　
根
津
と
し
子

草
間
則
之　

井
内
実
男　
小
岩
井
健
司

丸
山
花
代
子　
芦
田
陽
平　

八
坂
文
明

深
沢
美
保

◇
図
書
視
聴
覚
委
員

◎
千
野
三
千
代　

〇
石
川
水
穂

重
田
美
子　
村
本
千
絵
美　

小
田
さ
お
り

辻
ト
メ
子   
東
城
日
出
子　
愛
瀬
三
枝

◇
館
報
編
集
委
員

◎
小
岩
井
登
嗣
治　

〇
浅
海
智
広

丸
山
ち
あ
き　
大
山
和
良　

加
納
明
政

渡
邉　

昇　

青
木
資
子

里
山
辺
公
民
館

　
町
会
・
各
役
員
他

　

千
鹿
頭
神
社
の
７
年
に
一
度

行
わ
れ
る
御
柱
祭
で
山
か
ら
御

柱
を
曳
き
出
す
「
山
出
し
」
が

４
月
17
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
規
模
を
縮
小
し
て

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
例

年
、
氏
子
や
住
民
で
力
を
合
わ

せ
て
御
柱
を
曳
い
て
い
た
の

を
、
今
年
は
重
機
で
曳
き
、
そ

の
周
り
を
氏
子
が
練
り
歩
き
ま

し
た
。
迫
力
の
あ
る
「
木
遣
り

規
模
を
縮
小
し
て
実
施

３
年
連
続
の
縮
小

　

八
坂
神
社
と
須
々
岐
水
神
社

の
例
大
祭
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
、３
年
連
続
の

縮
小
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、両
境
内
で

は
神
事
と
浦
安
の
舞
を
行
い
、八

坂
神
社
で
は
花
火
を
上
げ
ま
し

た
。須
々
岐
水
神
社
は
例
大
祭
に

合
わ
せ
て
、町
会
に
よ
っ
て
は
お
船

を
出
し
ま
し
た
。

「
山
出
し
」

御
柱
祭

歌
」
も
、
感

染
症
対
策
を

講
じ
た
上
で

披
露
さ
れ
ま

し
た
。

八
坂
神
社
・
須
々
岐
水
神
社
例
大
祭

山辺の春山辺の春

▲矢崎橋の桜（上金井）

▲兎川寺へ続く

▲林城址から見た薄川

須々岐水神社の稚児の舞  撮影者／浅海 智広

▼ 新井のお船
 撮影者／浅海 智広

◀ 薄町のお船
 撮影者／小幡 泰俊

撮影者／浅海 智広撮影者／浅海 智広

撮影者／浅海 智広


